
 

令和 3 年度 木祖村ふるさと納税報告書 

 

ご寄附をいただいた皆様へ 

 このたびは全国各地の皆様から長野県木祖村へふるさと納税のご寄附を賜りまして誠に

ありがとうございました。村民を代表し、深く感謝申し上げます。 

 令和３年度は１，９１２名の皆様から２３，１４５，５００円のご寄附をいただき、平

成２０年度の制度開始以来、総額で１０２，４４６，００８円となりました。お寄せいた

だきました貴重な寄附金は、木曽川源流の里木祖村の進める源流の里づくりに活用させて

いただきました。 

 今回、全国の皆様の御厚意によるふるさと納税寄附金がどのように使われているかご説

明させていただきます。多くのご意見をお寄せいただき、皆様とともにむらづくりを進め

ていく所存でございますので今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

 

                           令和４年５月 

木祖村長 唐澤 一寛 

 

令和 3年度 寄附の状況 

 

◆合計金額    ２３，１４５，５００円 

◆寄付件数 

 個   人       １，９１２件  

◆使途別内訳 

使     途 件数 金額（円） 

① 魅力ある仕事の創造と魅力の発信 240 3,275,000 

② 交流人口増大と移住・定住の拡大 101 1,433,000 

③ みんなでつくる、子育てしやすい環境と多世代交流 273 2,763,000 

④ 健康で安心して暮らせる、元気な村づくり 228 2,407,000 

⑤ 村づくり全般 1070 13,267,500 

計 1,912 23,145,500 



寄附の使途 

下記の事業の一部に皆様からのご寄附を充当させていただきました。 

◆村づくり事業全般 
【観光協会交付金：13,268,000 円】  

村の観光情報発信等を行っている「一般社団法人木祖村観光協会」への交付金に活用しました。 

 

◆魅力ある仕事の創造と魅力の発信 
【木造住宅等新築補助金・安心エコリフォーム補助金：1,300,000 円】 

木造住宅等新築補助金 

郡内事業者の施工による新築または改築への補助金に活用しました。 

件数：２件 総事業費：525,000 円 

 

安心エコリフォーム補助金 

住宅の省エネルギー対策のための工事費への補助金に活用しました。 

件数：5件 総事業費：783,000円 

 

【イベント実行委員会交付金：1,375,000円】 

村を PRするためのイベントを行っている「やぶはら高原イベント実行委員会」への交付金に活用し

ました。例年実施しているイベントのうち、新型コロナウイルス感染症拡大により、渓流釣り大会の第

一部とマラソン大会は中止となり、渓流釣り大会の第二部と全国日曜画家展のみの開催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◆交流人口増大と移住・定住の拡大 
【空き家対策事業補助金：1,433,000 円】 

人口減少に伴い、村内の空き家は年々増加しています。中には老朽化が進み、そのまま放置すれば周囲

の安全、衛生、景観等に影響を及ぼす可能性のある空き家もあり、解体等の早急な対応が必要です。一

方、移住・定住や二地域居住などの交流人口獲得のためには、住まいの確保が必須です。低廉ですぐに

居住が開始できる空き家を活用することで、地域活性化を図ることができるよう、補助事業を実施しま

した。 

補助金の種類 内容 補助額 件数 補助合計額 

空き家活用事業（所

有者向け） 

空き家を賃貸又は売却するた

めに必要な片付けや清掃費用

の補助 

8/10 

（上限９万円） 

１件 88 千円 

空き家改修事業（利

用者向け） 

賃貸又は購入した空き家の改

修にかかる費用の補助 

5/10 

（上限 45 万円） 

２件 496 千円 

老朽空き家対策事業

（解体） 

老朽化した空き家による被害

発生防止のために実施する空

き家の解体費用の補助 

8/10 

（上限 45 万円） 

２件 900 千円 

計 1,484 千円 

 

◆みんなでつくる、子育てしやすい環境と多世代交流 

【小中学校外国語指導助手委託料：2,756,000 円】 

小学校、中学校に英語を母国語とする外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、直接外国の文化にふれる

ことができる機会を提供しています。 

 

  



◆健康で安心して暮らせる、元気な村づくり 

【防災備品購入補助：1,500,000 円】 

自治会の防災倉庫内の備品の充実化を図ることで災害時に安定的かつ柔軟性を持たせた地域主導型の

防災対策を確保することを目的に、予算の範囲内でその経費の一部を補助しています。 

令和３年度では下記の自治体に補助をしました。 

 

自治会名 購入備蓄品 補助金額 

1 区 カイロ、脚立、マスク、おむつ、毛布、飲料水、ビスコなど 112,000 円 

2 区 発電機 120,000 円 

3 区 ヘッドライト、乾パン、石油ストーブ、毛布など 80,000 円 

4 区 発電機、カセットガス、コードリール 120,000 円 

5 区-1、5区-

2 

飲料水、レスキューテント、組み立て式トイレなど 110,000 円 

6 区 救急セット、LED作業灯、ペットボトル飲料水など 120,000 円 

9 区-1 ビスケット、飲料水、カセットガス、毛布など 40,000 円 

9 区-2 マスク、大人用パンツ、生理用パット、組立式トイレなど 120,000 円 

10 区-2 レスキューテント、組み立て式トイレ、間仕切りなど 96,000 円 

12 区 カセットコンロ、カセットガス、扇風機、投光器、テント 120,000 円 

13 区 ポータブル電源、携行缶、手袋、USB充電器など 120,000 円 

15 区 間仕切り、トイレ用テント 105,000 円 

16 区 投光器、コードリール、軍手、ブルーヒーター 82,000 円 

18 区 発電機、ヘッドライト、携行缶、コードリール 107,000 円 

19 区 発電機、LEDランタン、乾電池、カセットコンロなど 120,000 円 

合計  1,572,000

円 

 

【公共施設等総合管理計画更新業務：907,000 円】 

村内の公共施設の維持管理について、平成 28 年度に長期的な計画を立てました。 

この計画は、建物を長く大切に使うこと、村民が安全に利用できるようにすること、施設の数を適正

化して将来的な村民の負担を減らしていくことを目的にしたものです。令和 3年度には、情勢や建物の

状況を反映した更新作業を行いました。 

 


